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款 項 目 大 中
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無

単位

千円

人

千円

人

千円
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％

千円

千円

千円

16,191

費用合計

0.10

人件費

従事者数

人件費

従事者数

0.10

費
用

0

直接経費

00

0.000.00

一部又は全部委託

実施・運営
方法

　し尿収集業者に対し、収集量に応じ補助金を支給した。
　補助率・・・50円/18ℓ

　平成22年度にし尿収集運搬の許可を出している業者を集め、補助金単価についての
意見聴取会を開催した。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

　汲み取りが必要な市民のために収集業務費の一部を負担し、し尿の適正処理の維持
を図る。

名称：　　　Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

総合計画
分野別計

画

予算区分 2 3

環境交通

市が直接実施・運営

根拠法令・個別計画

ごみ対策

4

名称：

小牧市し尿くみ取り手数料補助金交付に関する要綱

5 1

会計区分 一般

平成１２年度以前 平成３０年度以降～事業期間

事業番号

し尿収集助成事業

211

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》

環境交通部
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受益者負担 内容

事務事業名

0

一般財源

0
財
源

15,731

0

コ
　
　
ス
　
　
ト

15,731

16,727

96.2

16,092

その他財源

15,556

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

0.10

16,092

0

0

担当係

事業類型

３Rを推進する

一般会計

地域住民組織

536536 536

Ｈ22決算額

15,195

0

16,727

0.00

対前年比

廃棄物対策課

環境美化係

担当部

担当課

正職員

その他職員

国・県支出金



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

B 市が実施(改善が必要)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

　し尿汲取り世帯の負担が増大する。また、汲取り業者の経営が成り立たなくなると思わ
れ、　市が直営で事業を実施することとなり、経費が増大すると考えられる。

判定理由

市が実施(改善が必要)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 B

　補助金単価は、平成17年度より50円/18リットルであるが、意見聴取会を開催した。そ
の結果、当分の間は現行どおりとし、著しく収集量が減少し、近隣市町を調査し著しく差
ができた時点、または、このことにより経営が著しく困難になったと思われる時点で料金
改定の検討を行うことにした。

　し尿の収集量は、年々減少することが予想されるが、し尿汲取り世帯の負担軽減と環
境衛生の保持を図る必要がある。また、近隣市町の状況を調査し改善をしていく必要が
あると判断した。

し尿汲取り量

事業目的の
達成状況

　し尿の汲取りは、公共下水道の整備や合併浄化槽の普及により減少してきているが、
し尿汲取り世帯の負担軽減と、環境衛生の保持のため、適切な助成を行った。
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